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第 1項 戦前の歩み 
 本項では，『家の光』における戦前の歩みを概観する． 






翌 1910年に産業組合中央会と名称を変更する．一方，産業組合の発足に先立つ 1898 年に
は，各都道府県の農業技術改良・普及を目的に，農会法によって農会が発足し，1910年の





























                            
1板垣邦子，1992，『昭和戦前・戦中期の農村生活－雑誌『家の光』にみる－』三嶺書房：6 
2六十年史編集室，1986，『家の光六十年史』家の光協会：17 
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1920年代は恐慌の時代である．1920年の戦後恐慌，1923年の関東大震災後の震災恐慌，



























- 5 - 
 














による第 1 次用紙配給制限は 1938 年から開始されるが，1940 年からは内閣情報局が設置
され，その監督下で日本出版文化協会が行うようになる．同誌は「食糧増産に果たした役
割を情報局や日本出版文化協会」（六十年史編集室 1986：54）に認められ，1943年末(同)










                            
3帝国農会・全国販購連・帝国畜産会・全国養蚕連・茶組中央会議所・産組中金（加藤一郎・阪
本楠彦編，1967，『戦後農政の展開過程』農政調査委員会：6 図 1-3） 
4加藤一郎・阪本楠彦共編，1967，『戦後農政の展開過程』農政調査委員会：6 



















同協会の下で戦時版第 1 号である 4･5 月合併号は，「7 月の初めに印刷し」（六十年史編
集室 1986：65）発行される．しかし，「そのころは大都市の空襲が小都市に移っていたの
で，発送したものが，駅で焼かれたり途中で行くえ不明になったりして，結果として戦時
版第 1 号が到着したのは」(同)，「100 万の半分，46万 9907部」（同）であり，戦時版第 2
号（6･7月合併号）は，一部の地域を除いて発送されずに終戦をむかえる． 
 
第 2項 戦後の歩み 
 本項では，『家の光』における戦後の歩みを概観する． 


































                            
5第 2 次普及三カ年計画（1953 年から 1956 年）・第 3 次普及三カ年計画（1956 年から 1960 年）・ 
第 4 次普及三カ年計画（1961 年から 1964 年）． 











『家の光』は 1952 年に北海道版（六十年史編集室 1986：110）を，1955 年に西日本版
（同）を，そして 1959 年には九州版（同）・東北版（同）を，さらには 1968年に西日本版
を分割して東海近畿版（六十年史編集室 1986：151）と中国四国版（同）に分け，農産物価
格や，栽培技術に関する記事を各地区向けに差し替えることで，各地方版を発刊していく．
結果として，1954 年 1月号では「100万部を突破」（六十年史編集室 1986：101）する． 
 1960 年に池田勇人内閣は国民所得倍増計画を閣議決定し，高度経済成長が本格化する．
農業基本法が制定される 1961年に，『家の光』はこの年の 1月号で 180万部（六十年史編
集室 1986：111）を突破する．これは「戦前戦後を通じて」（同）の最大発行部数である．
しかし，これ以降の発行部数は漸減し，同 1961 年に開始された第 4 次普及三カ年計画で
は，「運動の中心課題は普及部数の維持固定化におかれ」（六十年史編集室 1986：116）る． 
また，「昭和 32（1956）年ごろからはほとんどの婦人雑誌が B5 判に」（六十年史編集室








「家の光家計簿」を別冊付録化する．翌 1964 年にはテレビ番組へ参入し，1967 年から放
送の「田園アルバム」は看板番組となる． 






























                            
6農林水産省，2013，｢第 2 部 2 農業経済の動向（2）農家戸数，農業就業人口，農地等①農家戸 
数の推移｣『食料・農業・農村白書参考統計表』：144 
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同誌は，終戦の 1945 年に 10 月号を 25 万部（六十年史編集室 1986：68）で発刊し，1954
年には 100万部（六十年史編集室 1986：101）を，そして 1961年 1月号で 180万部（六十
年史編集室 1986：111）を突破する．しかし，これ以降の発行部数は漸減していく8．特に，
1961年から 1965年にかけては，急速にその部数を減らし，その後も 1975年まで減少して
いく．その変化は同時期に，すなわち 1961 年から 1965年にかけて，農村社会に急速に導
入されるテレビの増加と対照的な状況を見せており，農村女性の情報源となるマスメディ
アの変化を反映したものと解釈できうる．なお，農村社会へのテレビ普及については，第
4 章第 3節第 2項において示すものとする． 
現在の『家の光』の発行部数は，ＪＭＰＡ（一般社団法人 日本雑誌協会）のホームペ
ージに公開されている「雑誌各種データ 印刷部数公表」によれば，2016 年の『家の光』




















9同部門での第 2 位は，『サンキュ！』（ベネッセコーポレーション）で，332,233 部である．同
期間での週刊誌部門の首位は『女性自身』（光文社）で，361,025 部であり，第 2 位の『女性セ
ブン』（小学館）は 359,300 部である（ＪＭＰＡホームページ 各種雑誌データ 印刷部数公表 
２016 年 7 月～2016 年 9 月）． 

















うとしたもので，8 本の論考から構成されている．その中の「第 4 章 農本主義の媒体―
『家の光』の戦前史」（安達 1980：63-86）では，『家の光』が農村社会に与えた戦前期の影






























































前戦中にかけての期間を，第一章「創刊期（大正 14 年 5 月号～昭和 4 年 12月号）」・第二











とで，この編集スタイルが 1931～1932 年（板垣 1992：53）にかけて完成されていったこ
とを指摘する． 
                            
13カッコ内は，筆者が加えたものである． 






















































































第 2項 高度経済成長期の農村女性に関する研究について 
 本項では，戦後の社会意識論を概観すると共に，高度経済成長期の農村女性に関する先
行研究に目を向ける． 















































20日高六郎，1954，「《旧意識》の原初形態」『日本資本主義講座 戦後日本の政治と経済 第 9
巻 軍国主義の復活』岩波書店：173  



























□3 「家族主義」・□4 「身分主義」・□5 「自給自足主義」と表示するものとする． 

































































                            
23川島武宜，1954，「補論 Ⅲ 農村の身分階層制」『日本資本主義講座 戦後日本の政治と経
済 第 8 巻 国民生活と平和経済』岩波書店：417  




























                            
































                            
28田中義久，1974，『私生活主義批判』筑摩書房：81 
29井上和衛，2003，『高度成長期以降の日本農業・農村』筑波書房 
30これについては，次節第 2 項において述べるものとする． 
31安藤光義，2004，「第 2 節 生活様式・農家経済・家族関係の変容」北出俊昭編『第 3 巻（Ⅲ）
高度成長期Ⅲ―基本法農政下の食料・農業問題と農村社会の変貌―』農林統計協会：311 




























































































































                            
34太田原高明・田中学編，2014，『戦後日本の食料・農業・農村 第 14 巻 農業団体史／農民運
動史』農林統計協会：18 
35Park，Robert E，1924，“The Concept of Social Distance As Applied to the Study 
of Racial Attitudes and Racial Relations”Journal of Applied Sociology，8：339 
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この 2 点が本研究における問題の所在である． 









第 5節 分析の対象と方法 
 本節では，本研究における分析の対象と，その方法を提示する． 
 














































42田畑保・大内雅利編，2014，「戦後日本の食料・農業・農村 第 11 巻 農村社会史」農林統計
協会：308 
43江戸期における南部藩でのニシン漁や，新潟県魚沼地方の酒造に伴う出稼ぎなどを指す． 
44北出俊昭編，2004，「戦後日本の食料・農業・農村 第 3 巻 高度経済成長期Ⅲ―基本法農政
化下の食料・農業問題と農村社会の変貌―」農林統計協会：359 







発行された『家の光』1月号から，第 1次石油ショックが起こる 1973 年に発行された同誌
12 月号までを基本データとする．それらに加え，高度経済成長期前後の状況を把握するた
めに，1951 年 6 月号から 1954 年 12 月号までの一部と，1974 年 1 月号から 1974 年 12 月
号までの一部も分析対象記事に加える． 
本研究の分析対象である農村女性とは，1930 年代半ばから 1940 年代半ばの戦中期・終































































































垣 1992：183）に達していた．1936 年に竣功された「産業組合中央会館」は，総工費 160
万円45に対して，中央機関から 10 万円（家の光協会 1976：256）が，中央会の一般会計か
らは 70万円(同)が支出され，総工費の半分を工面した．しかし，それらの資金は「家の光
の剰余金を積み立てたもの」（家の光協会，1976：257）であった．さらに，「残りは各府県













                            
45「家の光協会」編，1976，『家の光五十年の人と動きと』家の光協会：256 

























































第 6節 本論文の構成 
本節では，本論文の構成について概説する． 
 
第 1項 全体の構成 
本項では，全体の構成について概説する． 
本論文は第 1章から第 5章の 5部構成とし，最後に参考文献を付した． 













第 2項 各章の構成 
















第 2章については，第 1節～第 4節の 4部構成とした． 











第 5節においては，第 1章の第 1節から第 4 節までを小括した． 
第 3章については，第 1節～第 3節の 3部構成とした． 
第 1 節においては，兼業化がもたらす営農における農村女性の地位改善に目を向けた．
その第 1項として主婦農業化がもたらす過重負担対策としての「営農の共同化」について，




位改善に目を向けた．その第 1 項として兼業化がもたらす嫁姑関係の変化について，第 2
項として農村女性自身の出稼ぎによる地位改善について考察した． 
第 3節においては，第 2章の第 1節から第 2 節までを小括した． 
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第 5節においては，第 3章の第 1節から第 4 節までを小括した． 
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   悩み果てない浮世のならいといいますが，少しでも生活を明るく，悩みにうちかと
うと努力するのもまた，わたしたちの人生の仕事の 1つでしょう．そこで，農村の方
たちのよき相談相手として，ともに悩み，考えてくださった『家の光・身の上相談』













































 次に示す資料では，これら 3つの問題の関連性が示される． 
  
資料 1-2 
  「こんなことがあっていいのでしょうか 世にも不思議な物語」（『家の光』1959，7，
72-9） 
 
  資料をくださった方々 
  （評論家）阿部静枝 
  （作家）丸山義二 
  （農業総合研究所）内山政照 






















  結婚しても親がかりだということ 

































































り，1953 年に日本婦人団体連合会が結成される．また，日教組では前年の 1952 年に全国婦人

















































































































































                            
52この「月給制」については，後段の第 2 章第 3 節第 2 項で示すものとする 






  「虹 みじめな“嫁の座”」（『家の光』1962．4：220） 












  「虹 農家の嫁の 3 つの願い」(『家の光』1962．11：230) 









ひ必要だと思います．第 3 に必用なのは小遣いです．結婚してから 5 年も 10 年も実
家から小遣いをもらうようでは，あまりにも情けないではありませんか．この 3つが









































































































  記者 では次に，そのやり方についておうかがいしましょう． 





  加賀林 家事の分担という以外に，近ごろでは自動耕運機や脱穀機も，だいぶ入って
きたので，その分労力も浮いてきてると思いますが…… 













































小林村村長   島田得一 
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村会議員    吉田儀右衛門 
農協組合長   相原 寛 
県農林部長   高沢五郎 
農協職員    吉田保之助 
 同      野川昇次 
農芸クラブ会長 加藤信夫 
青年団長    小林和夫 
婦人会長    島田ひさ子 
婦人会員    原とき江 
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いだつもりで，村の農協へ貯金するのです．2 月には，不要になった子供服などのぼ






































































































同章第 1節第 1項の脚注で「生産の共同化」の起点となる事例として示す，1959年 1月号




















                            
55『家の光』からの抜粋資料に付されている「（西暦）」は，筆者が加えたものである． 
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（新潟県）小川文夫   （宮城県）京増ふじの 
（茨城県）岩淵テル子  （愛媛県）平原猪佐美 
（三重県）堀登美子   （山梨県）柳沢吾一 
（兵庫県）竹田あい子  （愛媛県）近藤文作 
（岐阜県）奥村敬三   （島根県）小林茂雄 
（滋賀県）西田しず子  （鹿児島県）明日山時子 
（山口県）松村幸枝   （秋田県）三浦多一 
（福岡県）牛島誠    （福島県）三浦徳一 
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れる．その具体的運営については，次のように示される．「箱は縦 19 センチ，横 21 センチ，高
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59柳井郁子，2001，「1950-60 年代における企業による家族管理」『東京大学大学院教育学研究科
紀要』（41）：108 






























































































さらに，同じく後段で資料 2-9として示す 1965年 12 月号記事「現地ルポ 雪国の妻は
たくまし 半年後家といわれても出稼ぎ村の婦人たちはくじけない 作家 渡辺喜恵子」
（『家の光』1965．12：72-6）では，戦中期を経験した主婦について次のように示される．
「お嫁に来た日から義妹 11 人といっしょだったという 45 才の主婦は，『うちのとうちゃ
んなど，18年もつづけて出稼ぎにいってるどもヨ』寂しいなどと，言わない．彼女の夫は
結婚して 3ヶ月目に出征した．〔略〕『その思いに比べたらヨ，出稼ぎなんぞ，鉄砲の弾が
                            
64この引用部分については，提示した資料 2-8 においては省略した． 






















第 1項 農協の再建整備 
本項では，高度経済成長期において農協の事業拡大の起点となる，農協の再建整備につ
いて概観する． 
                            
65この引用部分については，提示した資料 2-10 においては，その一部を省略した． 




























                            


























  「現地座談会 村を明るくする婦人の力 滋賀県大津市にて佐々木邦先生をかこんで」
（『家の光』1954．11：72-8） 
 
  出席者 
  作家 佐々木邦先生 
  栗田郡葉山村農協婦人部 亀田由江 
  蒲生郡桐原村  〃   赤尾かめ 
  野洲郡兵主村  〃   太田みつ 
  滋賀郡和邇村  〃   中村ます 
                            
67①予約注文・②無条件委託・③全利用・④計画取引・⑤共同計算・⑥原価主義・⑦現金決済（太
田原・田中編 2014：42） 
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  愛知郡葉枝見村 〃   岡田ます 
  甲賀郡水口町  〃   谷口みよし 
  滋賀県指導農協連 飛鳥井満 
 
  第 1 に貯蓄の奨励 












んなお金はないと，やかましくいわれたが，それでも 1 人 10円ずつで全員に加入して
もらい，今では 1人で 500円，1000円と貯金する人もできて，100万円になりました．
そのうち 60 万は県の信用組合連合会に貯金し，40 万円が組合の運営資金となってい
ます． 
中村 わたしの村では耕地面積も少なく，裏作もあまりないので，農家の経済はとて















































































































































                            
68本資料におけるルビは，掲載文に準じたものである． 
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  昭和三十年九月 
    豊年貯金運動推進中央本部 












  「座談会 豊かな生活を築くために」（『家の光』1955．11：86-90） 
 
  出席者 
  農林中央金庫理事長 湯河元威 
  全国共済農協連合会会長 岡村文四郎 
  「家の光協会」会長 宮部一郎 
 





  静かな豊作景気 
  記者 ことしは，たいへんな豊作で，よく新聞などでは「有史以来」という表現を使
っていますが…… 
〔略〕 
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  湯河 豊作でほんとうに景気が出るかどうかというのは，これからですよ．〔略〕農村
が景気がいいというのは，一面から見れば商人の売り込みのための宣伝だろうと思い
ますね． 
  岡村 そういえば，電気せんたく機やミキサーの売り込みも，だいぶあるようですね． 
  宮部 電気せんたく機などは部落で集団的に買って，共同で使えばいいと思いますね． 
  記者 前渡し金で 500億とか出たとかいわれておりますが…… 





  〔略〕 
  実現させたい予算生活 
  記者 予算生活を徹底的にやっていこうということも，各地で相当考えられているよ
うですが…… 












  宮部 それはいいことですね．〔略〕それから，経営のうまくいかない農協を立て直す
ための再建整備法の適用が，ことし限りで終わりますね．まだ，不振農協も相当ある





  お金は有効に使おう 
  湯河 貯金は，するばかりでなく，使い方も有効でなければ……例えば生活改善とか，
生産計画に沿ったお金の使い方ですね． 
  岡村 生活改善では，台所の改善がよく行われていますが，これも高価なものをいれ
るということでなしに，仕事をしやすくということが大事ですよ． 
  宮部 本を買ったり，ラジオを聞いたりという文化生活のための文化費も，収入のあ





















- 93 - 
 
促進するために奨励金を出す」（同）に過ぎないものであった．しかし，「単位農協の再建
整備は，集落組織を動員して農家資金の増強によって，計画の 3 年目に当たる 1953 年に
は，指定組合の自己資本不足総額の 60億円の 78%にあたる 47億円の増資に成功し，37 億










































































































































  「やればできる！ 1 億貯蓄へ団結する大分県臼杵市農協」（『家の光』1957．12：60-
4） 
   これは，九州の市街地にある一農協が，困難な状況にもめげず，一かたまりとなっ
て，貯金目標をやり抜いた苦闘の物語である．この農協は「やればできる」という言
葉をそのまま，われわれに示してくれたものと言えよう． 
  職員の日記より 
  12 月 11 日 われわれ悲願の『農協 5千万円貯蓄必成運動』も，あと余すところ 20 日 




  12 月 13 日 きょうから，農協青年部の部落巡回の応援が始まる．全員白鉢巻にのぼ
りを立て，拡声器 2 台，2班に分かれて「農協へ貯金をしてください」と叫んで歩く．
〔略〕 
  12 月 14 日 近くの下北，千怒両農協も，われわれの臼杵市農協にならって『3千万円
貯蓄必成運動』を起こす．運動はますます白熱化してくる．部落の小組合長や農協青




  軒をつき合わす農協と銀行 
   大分県臼杵市は，台風銀座と異名をとる九州の西南海岸に面した小都市である．こ
この臼杵市農業協同組合では，昨年 10月 20 日に『5千万円貯蓄必成運動』を起こし，







専業農家は 2割で 348 戸にすぎない．残りの 8割は漁業・林業・商工業・俸給生活を
兼ねた農家という状態．市内には U鉄工所・K酒造・C製糸などの大工場があり，組合








  話術の研究 
















  渦を巻く貯蓄熱 
   〔略〕この運動をなしとげるには，まず婦人の協力が必要だということで，婦人部
の人たちを招き，一日組合長や一日主任として現業に携わってもらい，理解を深めて
もらった．〔略〕そして女子職員の手で『5千万円貯蓄必成運動』の白たすきが作られ
組合長以下 14 人は，寝る時以外は，絶対にこれをはずさない生活が始まった．〔略〕 
  1 億円貯金目ざして 
   こうして，いよいよ 12月 31日の運動最終日を迎えた．この日は早朝，全員白鉢巻
に白たすきで，のぼりや筵旗を立てて勢ぞろいし，一斉に各部落へ最後の追い込みに
出発した．その数は百名を越え，農協の役職員・青年部・婦人部はもとより，一般の
農家の人も，こらえきれずに参加した．〔略〕1 月 1 日午前 0 時 40 分，ふたたび最後




























  「とじ込み付録 農協三カ年計画と暮らしをよくするアイデア なぜ農業はもうから 
ないのか」（『家の光』1959．5：255-61） 




  都市と農村の所得 
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間約 33万円です．これにたいして，農家所得は 1戸平均 30万 8千円くらい．これだ
けを比較すると，都市も農村もたいした開きはないようですが，農家は家族が多いか
ら 1人当たりにすると，ずっと差がついてきます．家族 1人当たりの家計費をみると




  農業収入はふえていない 
   “農家所得は年々ふえている”とよくいわれますが，坂本さんには，どうもピンと


















  もはや食糧増産時代ではない 
                            
73『家の光』からの抜粋資料に付されている「(昭和)」は，筆者が加えたものである． 
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  「野良仕事も引き受けて―かあさん農業の喜びと悩み―」（『家の光』1961．3：68-75） 




  ある主婦の 1 日 
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   天野カネさんの 1日は，二人の子どもを小学校に，つづいて，夫を会社に送り出す
ことによって始まる．〔略〕ご主人の勤務先は，トヨタ自動車株式会社．家に残ったカ















  ふえた“跡継ぎ”や“経営主”の出稼ぎ 
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ゆだねられるというわけである．上野地区で，水田 80 アール，畑 10アールを経営す
る古沢幸子さんも，カネさん同様“かあさん農業”の 1 人だ．ご主人は，2 年ほど前
トヨタに入った，まだ臨時工だ． 
  兼業農家のほうが暮らしは楽 





の米の平均反収は 6 俵だというから，仮に，水田 1ヘクタールを耕作しても米代金は












  仕事はつらいけれど 



























  かあさんだけの“農業法人”も 



























































































































  「座談会 みんなの力で暮らしをよくするには」（『家の光』1960．2：148-52） 
 
  出席者 
  評論家 丸岡秀子 
   〃  田中寿美子 
  栄養改善普及会理事 近藤とし子 
  日本女子大学教授 奥田富子 
 














































  「理想郷を夢みる十八人の主婦たち 作家 岡田禎子 島根県能義郡布部村大字根尾
川原を訪ねる 」（『家の光』1960．9：64-71） 
  日陰の村 
   18人の主婦グループで，村に夜明けをもたらしたという部落がある．島根県能義郡
布部村大字根尾川原．訪ねてみると，松江市からバスで 2時間，飯梨川を 44キロ（11
里）さかのぼった山里，中国山脈の余波のような低い山山の連なる間に，盆地型に開
けた平地であった．布部村 19部落の 1つで，農家戸数 18という小さな部落である．
きびしい冬で裏作がきかず，米作りを主とするが，耕地面積は平均 60アール，しかも
                            








































































工に取り組むことになり，(昭和)33（1958）年の 1 月に，第 1回の作業を試みてみた．
工場は，やはり集会所の炊事場．〔略〕300 グラム袋を 60 円で売ると，約半分は利益
のあることがわかった．売りさばきは，毎日オートバイで，山間の村々を売り歩いて
いる魚屋さんに頼んだ．1 袋 5 円の手数料で喜んで引き受けてくれ，根尾川原のふり
かけは大評判になって，いくら作っても売り切れの盛況にあった．〔略〕半年もたつと，
せんたく機は完全にグループのものとなったうえ，さらに 2 万 5千円を要したせんた
く場の改造も，ついでにできてしまった．〔略〕 





























どの家も，3 分の 1 は労働時間が短くてすみ，それだけからだが休めたうえに，初めての
適期除草で，収量が非常に多かった．〔略〕こうした効果に目をみはったグループの人たち





























































をとってイネの集団栽培を始めて以来，いままで 10 アール当たり，6，7 俵しか取れ
なかった米が，9 表から 10 俵もとれるようになったということです．〔略〕「〔略〕い
ままでこの地区は，晩生に片寄りすぎていたため，秋落ちがひどく，労働の山もくず





























































































                            
































れることで，生活改善費用の捻出に貢献する．事例 1と事例 4 では，機械化による生活改
善資金の捻出を起点とする「営農の共同化」への発展が示される．特に，事例 1では，こ
の共同化への展開過程において，農村女性の営農への取組みが従来の従属的なものから主





























                            
77耕耘機のこと． 






























いで 1 日がかりだったのが，小型トラックが入るほどの農道が完備してからは，3 時
間か 4時間でかたづきます．農道がなくて入らなかった耕耘機も，あちこちに入り，







んだのは家計費のことです．キクノさんの家は 2 町 1反の専業農家ですが，米の供出










産業に転落し始めました．〔略〕桑園 7 反，水田 2 反，普通畑 7 反の塚本さんの家で
は，奥さんの良江さんがこうこぼしていました．「ほんとにへそくりもできやしない」．
〔略〕収入減は繭ばかりではなかったのです．桑園の間作として作ったホウレンソウ







































































成に伴う家族協業体制の解体再編・農外賃労働兼業化」（井上 2003：3）．  
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価格の不安定さが兼業化を進展させる状況が示される．そして，「陣ヶ岡部落では，17 個
のうち 6戸まで，本来なら家族労力の主体となるべき人が勤めに出ており，ほかにも 6 戸
が，何らかの形で兼業収入を得ています．これというのも，共同作業の結果，労力が浮い
たからにほかなりません．雇用労力が減り，農外収入が増加する傾向にあることが，経済












  「みんなで考えよう 機械化の損得勘定」（『家の光』1969．3：166-9） 




聞いてみた．〔略〕イチゴ 20アール，水田 15 アール．手が回りかねるので，水田に機
械を入れた．勤めに出ているご主人が早朝や日曜に耕うん機を運転する．ところが，



































たとえば，自分の家の手順に合わせて早生 20 アール，中生 20アール，晩生 30アール
というぐあいでしょう．それに品種もまちまちだし．自分の都合でやってもらうわけ
にもいかないし，自分で持っていれば朝，晩，ひまを見てやれるから……」．「うちは





















































                            




















第 4項 水田単作地帯における出稼ぎの影響 
 本項では，高度経済成長期に特徴的であった東北地方における水田単作地帯・山間地域
での後継ぎ・経営主の長期にわたる出稼ぎに目を向ける． 
 高度経済成長期における「出稼ぎ者は 1963 年に 29 万に達したあといったん減少し，再



















































   同じ仙北平野，千畑村畑屋地区の藤井信藤さん（35才）は 6年前から出稼ぎに行っ
ている．〔略〕年々，仲間がふえて，去年は 18人のグループになった．〔略〕藤井さん






















































































  「農協のひろば 出稼ぎにどう取り組むか」（『家の光』1973．12：150-5） 
  〔略〕 
現地座談会 出稼ぎは追放できる！ 秋田県雄勝郡羽後町三輪農協 
 
話し合った人々（敬称略） 
農業 佐々木長助（49）5人家族．水田 2ヘクタール経営．出稼ぎ経験 4年 
農業 高橋良蔵（48）4 人家族．水田 2.1ヘクタール，乳牛 6頭経営．出稼ぎ経験無 
羽後町出かせぎ相談所所長 鈴木貞蔵 
三輪農協参事 坂田信栄 
 同 生産課長 原田耕作 












































































  「現地ルポ 雪国の妻はたくまし 半年後家といわれても出稼ぎ村の婦人たちはくじ








































 金山町は総面積 1 万 6 千ヘクタール以上という広さなのに，農耕地はわずかその 1
割に満たぬのは，すべて山のせいである．〔略〕佐藤知子（仮名）は，〔略〕嫁にきて




















1969年 3月号記事「わたしはこう考える 12 月号出稼ぎ」（『家の光』1969．3：170-2）


















































  「対談 こんにちはおかあさん しっかり守ろう主人のいない暮らし」（『家の光』1970．
3：218-9） 
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第 2節 家庭生活における地位の改善 
 主婦農業化による農村女性の営農における地位改善は，職住接近の農村社会の特性から
家庭生活における地位改善へと波及する．本節では，この側面に目を向ける． 




  「主婦権を確立した」（『家の光』1968．2：97） 



















                            
84同記事は，主婦農業を特集した前年 1967 年 11 月号記事「みんなで考えよう 主婦農業」（『家
の光』1967．11：150-4）に対する，読者からの投稿をまとめたものである． 






























































                            
85カッコ内は，筆者が挿入したものである． 















事例 1・事例 2 からは，集会層における嫁姑の逆転が示される．これは，③「会合参加
の問題」の改善を示すと同時に，家庭生活の実務的管理が姑から嫁へ移っていくことで，
嫁が家を代表して集会に参加するようになった変化を反映するものである．事例 3・事例










































同 1965年 4月号記事「近ごろ思うこと 縁結びの『つばめ台帳』」（『家の光』1965．
4：109）も，滋賀県東浅井郡びわ村大郷農協組合長の随筆記事である．ここでは，組
                            
86カッコ内は，筆者が挿入したものである． 
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  「プラス?マイナス?主婦の工場勤め」（『家の光』1970．10：82-7） 
〔略〕 





















収入は 1 日 800円止まり 
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   紫波町では，4 つの農村工場で，およそ 700 名ほどが働いています．そしてそのほ
とんどが農家の主婦です．〔略〕それでは，主婦たちの収入はどれくらいになるのでし
ょうか．電気部品メーカーの下請け工場で働く吉川初枝さん（仮名・35）のばあいは，
1 年前から働き始めて 1 日 720円．1ヶ月にすると，日給月給だから 15,600円といっ
たところ．南に下がって三重県の嬉野町にある製網工場のばあいを紹介しますと，労














間の草取りをし，7時 40分に出勤．夕方は 6時から 7時半まで，また田の草取り，そ







   こうした過労を承知で，なお日ごとにふえる主婦の工場通い―その動機は? 〔略〕
「もう，家にいる人なんかあらへん．なんやら，働かんと恥ずかしい気がするわ」，「う
ちじゃ，姑まで働きたい言いよりますわ．○○さんとこじゃおじいさんがようけ儲け






























                            
871973 年 5 月号記事「あぜみち随想 会津の春」（『家の光』1973．5：171）は，福島県会津地
方における高度成長期の変化を概観した随筆である．ここでは，「女たちは内職センターや一軒

































































































80 人のおかあさんが働いています．時給 400 円で，給料は農協貯金に振り込まれる仕







































そして，この側面は政府についても当てはまる．1960 年 11 月記事「時のうごき 総選
挙にのぞむ三党の新政策」（『家の光』1960．11：66-72）は，朝日新聞論説委員 荒垣英雄・
東京新聞論説委員 唐島基智三・読売新聞論説委員 田中宏による，1960 年の第 29 回衆
議院議員総選挙についての座談会記事である．ここでは，次のような座談がなされる． 
「荒垣 そこで各党の農村向け新政策に移りましょう．いちばん問題になるのは，今後
10 年間に，農業に従事している人の数をいまの 4 割程度に減らすという池田首相の発言で
しょうね[略]」（『家の光』1960．11：70）．「唐島 池田さんはこう言っています『経済成

























































































































 また，農村女性自身の兼業を後押しするもう 1 つの要因として，夫の出稼ぎと同様に行
政・農協による就業支援があった．これらの支援がもたらす公共性が，隣百姓的気質と呼
応することで，自身の兼業化が後押しされた． 
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  変わってきている疲労の質 





























                            
89殺虫剤のパラチオン．ホリドールはドイツ・バイエル社の商品名． 






























































うして，わたしの周囲だけでも，この 1 年間に，4 人の農家の主婦のノイローゼ状態
にぶつかっています． 













    〃    福原いく子（42才） 
    〃    唐沢あさの（37才） 


























































































































































































に上回って伸び」（太田原・田中編 2014：94），1960 年から 1970 年の 10 年間で貯金額は
7.5倍(同)，貸付金は 8.5倍（同）に成長する． 










  「農協スーパー見て歩き」（『家の光』1967．3：255-9） 






協の 2 地区での暮らし方を拝見してみました． 
購買欲を駆りたてるデラックスムード 
「とにかく楽しいんです．町のデパートへいっているような気分になれますし……」 



































































































この地域差に対応して，1967 年 11 月号記事「この人に聞く 買う身になって店舗づく
り」（『家の光』1967．11：158-9）では，「農協店舗研究所」（『家の光』1967．11：158）の
開設が示される．同記事は，農協の幹部に対するインタビュー記事であるが，ここでは全
















第 2項 教育への関心を促した背景 
 本項では，農村女性の自意識変化を示すもう 1 つの指標である，教育への関心を促した
背景に目を向ける． 
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90カッコ内は筆者が挿入したものである． 
91カッコ内は筆者が挿入したものである．  





















  〔略〕 

















                            
93本資料における太字部分は，掲載文に準じたものである． 
 





























の光』1966．9：78）が第 3 の要因として示される． 
高度経済成長期の都市部においては，家電普及による家事労働の軽減が主婦の余剰労働
力を創出し，これを経済成長下での労働力不足が吸い上げることによって，主婦のパート






























                            
94カッコ内は筆者が挿入したものである． 




























  同 1968年には，同年 3月号記事「教育問題特集 進学設計のたて方と実際（その 1）」
（『家の光』1968．3：269-73）が，同年翌 4 月号には「教育問題特集 進学設計のたて方
と実際（その 2）」（『家の光』1968．4：269-75）が掲載される．これらは考察対象期間にお






容が示される．事例 1 で示されるように，1947 年から 1949 年に生まれた第 1 次ベビーブ
ーム世代が高校受験の年齢に達するのが，事例 1～2として示された記事が掲載される 1962
年から 1964年であり，同世代が大学受験の年齢に達するのが，事例 4～5として示された





















                            
95カッコ内は，筆者が挿入したものである． 
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学金制度の発足が示される．同 1965 年 9月号記事「身の上相談」（『家の光』1965．9：234-
7）では，大学進学のための奨学金についての相談が福島県から，分析対象期間において初
めて寄せられる． 









































                            
96高度経済成長期の初期において，同作用は逆に進学を抑制するものとしても機能していた．
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第 1項 テレビの普及 
 本項では，高度経済成長期におけるテレビの普及について概観する． 
テレビは 1953 年 8月に，「日本テレビ」によって放送が開始される．この時点での受像
機数は，推測で 2,600台97であった．「日本テレビ」は，街頭テレビの設置によって，その
普及を促進させていく．開局日に東京都内 53 箇所（日本放送出版協会編 2002：118）に設
置された街頭テレビは，その後も増設され，「新潟県柏崎，福島県会津若松のような遠隔地




の引き金」（日本放送出版協会編 2002：125）となり，同 1959年の「3月までにＮＨＫは 28















                            
97日本放送出版協会編，2002，『放送の二〇世紀，ラジオからテレビ，そして多メディアへ』日
本放送出版協会:117 
98皇太子成婚を契機に，ＴＢＳ系のＪＮＮが 1959 年に発足し，続いて 1966 年に日本テレビ系
のＮＮＮ・フジテレビ系のＦＮＮが，1970 年にテレビ朝日系のＡＮＮが発足する（日本放送出
版協会編 2002：131）． 
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テレビ受像機の国内生産台数に関しては，1953 年の放送開始当時の 14,000 台（日本放
送出版協会編 2002：129）から，1962 年には 486 万台(同)に激増し，価格も 3 分の 1(同)
に低下する．一方，この間に，国民 1人当たりの所得は 3倍(同)になる．1951年に「松下
電器が月賦販売会社をつくり，三洋電機やシャープが追随し，家電製品普及の追い風」（同）
となり，テレビ普及が加速する．ＮＨＫの受信契約件数で見れば，放送開始から 5年 3 ヵ
月後の 1958 年 5月には 100 万件(同)に達し，皇太子成婚 1週間前の 1959年 4月 3日には
倍の 200万件(同)を越え，それから 2年 3ヶ月後の 1960 年 8月には 500万件（同）に，さ

















第 2項 『家の光』に見るテレビ普及 
 本項では，『家の光』に反映されるテレビ普及の状況に目を向ける． 
 考察対象期間において，『家の光』にテレビが初めて登場するのは，1955 年 4 月号に掲
載された松下工業株式会社の「ナショナルバイブレータ（電動マッサージ器）」のとじ込み
                            
99新聞とテレビの広告費が逆転するのは 1975 年である（日本放送出版協会編 2002：171）． 











のは，1956 年 1 月号（『家の光』1956．1：166）である．シャープ製家電製品の 1 つとし
て，冷蔵庫・洗濯機・その他の電気製品と共に掲載され，サイズは 14 型で，価格は 93,500
円であった．同年においてはこの掲載のみで，それ以降の掲載はない．翌 1957年の掲載は
1 月号・2 月号・3 月号・5 月号・6 月号の各 1 件で，合計 5 件である．翌 1958 年は 1 月
号・2月号の各 1 件で，合計 2件である．毎月コンスタントに掲載されるのは 1960年 2月
号以降からで，広告件数が実質的に増加していくのは，同 1960年 6月号からである． 
この 1960 年 6 月号では，農協のプライベートブランドである「クミアイテレビ」の広告
（『家の光』1960．6：4）が，全購連によって分析対象期間で初めて掲載される．1959年 6
55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73
カラーテレビ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 10 12 14 20 20 20 19



































が掲載される 1959年 6月号以降は，その掲載件数が一ヶ月当たり 3～5件に増加する． 
ピークは 1961 年 2 月号の 7 件と，翌 1962 年の 1 月号の同じく 7 件で，年間総数でも
1961 年が 47 件で，翌 1962 年が 50 件で同年が最多となる．東京オリンピックが開催され




1966 年 1 月号にはカラーテレビの広告（『家の光』1966．1：50）が 19 型で 199,500 円
として，考察対象期間において初めて掲載される．翌 1967 年 9 月号から白黒テレビとカ
ラーテレビの広告件数が逆転する．価格については，これまで白黒 14 型で 6～5万円だっ
たものが，1961年 5月号では初めて 5万円を切るもの（『家の光』1961．5：グラビア）100
が掲載される．1972 年 9 月号には，初めて 10 万円を切るカラーテレビ（『家の光』1972．
9：14）が掲載される． 
画面サイズについては，発売当初は 14 型が主流であったが，1960 年代に入ると画面サ
イズは 2極化していく．1961年 9月号では 8型のポータブル型（『家の光』1961．9：グラ
ビア）の掲載もなされ，その一方で，1962 年 10 月号からは 16 型（『家の光』1962．10：
                            
100同広告はグラビアに挿入されたとじ込み広告のため，頁数は記されていない．これ以降の同
様の形式での記載事例については，頁数に代わり「グラビア」と表記するものとする． 
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   同 1968 年 12月号に，チーズ（雪印）（『家の光』1968．12：223）の広告が初掲載さ
れる． 
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事例 7 
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事例 3 


























翌 1963年 4月号記事「おかあさんの研究会 入学児童を明るくのびのびと」（『家の
光』1963．4：176-9）は，愛知県の小学生の母親による座談会記事である．ここでは，
「テレビの管理は親の責任」（『家の光』1963．4：177）との認識が語られる． 
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事例 4 













次に示す資料も，テレビと教育に関する記事の 1 つである． 
 
資料 3-6 
  「わたしの考えあなたの意見“しつけ”」（『家の光』1964．4：294-6） 




阿彦みや子 家族〔姑，夫，長男（小学 5年），長女（小学 2年），次女(4 才)〕 
伊藤京子 家族〔姑，夫，長男(高校 2年)，長女(中学 3 年)，次女(中学 1年)〕 
小野国子 家族〔父，母，夫，長男(中学 1 年)，次男(小学 5年)，三男（6才）〕 




































禰津 (昭和)35(1960)年 5 月 27日に，鶴岡市に放送局ができたころからでしょう． 






































「特別企画 婦人のしあわせ ルポ 1 愛情あふるる生活を」（『家の光』1965．10：78-85） 



















   さて，若いお嫁さんたちは，どう考え，どう暮らしているか．西条市氷見地区へ行
って，お話しをきくことにしました．集まってくださったのは，28 才から 34 才まで
のお嫁さん 4 人．〔略〕4 人のお嫁さんのうち，結婚して 7 年から 10 年たった人たち
は，もう財布を持っている．〔略〕それでもなお，お嫁さんたちは 100パーセント，満
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資料 4-1 
  「かけがえのない“女の歴史”をつづって 15年続いた巡回ノートから 作家 島一
春」（『家の光』1973．6：52-7） 









































































 1955年 9月号記事「懸賞入選 ちょっとした工夫で家庭生活を明るくした話」（『家の光』
1955．9：134-7）は，『家の光』募集による懸賞投稿記事である．その中の投稿の１つであ
る「家族郵便箱 長野県 若山好子」（『家の光』1955．9：136-7）では，「わたしの家は，









































   「文化生活」という言葉が考察対象期間において最初に見られるのは，前出の資料
1-11として示された，1955 年 11月号記事「座談会 豊かな生活を築くために」（『家
の光』1955．11：86-90）においてである．ここでは，「本を買ったり，ラジオを聞い
たりという文化生活のための文化費も，収入のあったときに，どっと払うということ
ではなく，こういうときに，1 万円でも 1 万千円でも文化費として貯金し，そこから
月々ラジオや新聞，雑誌の代金を出すようにしたいものですね」（『家の光』1955．11：





















































前出の資料 2-10 として示された 1965 年 12 月号記事「現地ルポ 雪国の妻はたく
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協力 山梨県 栄農業協同組合 
    埼玉県 庄和町農業協同組合 
 
テレビのないときと現在 




じで，エピソードが毎回異なるもの」（西野 1998：6）．例として，日本テレビで 1958 年 8 月か
ら翌 1959 年 7 月まで放送された『パパは何でも知っている』（Father knows best）や，フジテ





104例として，1964 年 1 月から 1966 年 6 月にかけてＴＢＳで放送された『七人の孫』や， 1964
年 6 月から 1967 年 3 月にかけて同じくＴＢＳで放送された『ただいま 11 人』などが挙げられ
る． 
105例として，1968 年 4 月から 1971 年 1 月にかけてＴＢＳで放送された『肝っ玉かあさん』や，
1971 年 7 月から 1972 年 1 月にかけて日本テレビで放送された『つくし誰の子』，さらには 1970
年 4 月から 1975 年 4 月にかけてＴＢＳで放送された『ありがとう』などが挙げられる． 























































































                            
106 この「ながら視聴」の習慣化に，ＮＨＫの「連続テレビ小説」の果たした役割は大きい．こ




する．毎週月曜日から土曜日までの朝 8 時 15 分からの放送と，昼の再放送を行い，放送時間を
15 分間にすることで，朝食・昼食時間内での視聴を可能にし，同時に次の展開への興味を刺激
することで視聴率を上げていく．特に，1966 年 4 月から放送の「『おはなはん』は，年間平均
で 45.8％という驚異的な視聴率を記録」する（日本放送出版協会編 2002：156）． 
 




























物を，2 カ月に 1 回の割合で各家庭に配膳しています．この配膳箱のなかには油 3 升罐，
                            












缶が 3～4個，油揚げとがんもどきが 2～3枚，ビール，ジュースが各 3～4本，サイダー，




















































いては，ＵＨＦ放送が導入される 1961年から，東京オリンピックが開催される 1964 年に
かけてテレビが普及していった．この時期は，消費と教育への関心を反映する記事が，『家
の光』に散見され始める時期と重なる． 


























































































































































































































































































































































































                            
108岩瀬令以子，2006「現代日本における塾の展開―塾をめぐる社会的意味の変遷過程―」『東京
大学大学院教育学研究科紀要』46，東京大学大学院教育学研究科：123 















れば，同時期の終焉を 1974 年以降とする必要がある. 
高度経済成長期を 1955 年から 1973 年までと捉え，その終焉を翌年の 1974 年としたの


































口総数は 2,605,736 名109・うち男性は 1,306,218 名・女性は 1,299,518 名（大臣官房統計
部 2015：68）で，本研究で対象とした農村女性の総数110は 956,327 名・同年代の男性総数




                            
109大臣官房統計部，2015，『農山漁村女性に係る基礎統計データ（図説）』農林水産省 
110同 2010 年の年代別内訳は，60 歳から 64 歳で 161,878 名・65 歳から 69 歳で 186,850 名・70
歳から 74 歳で 219,999 名・75 歳以上で 387,600 名である（大臣統計部 2015：68）． 
111同 2010 年の年代別内訳は，60 歳から 64 歳で 157,144 名・65 歳から 69 歳で 173,221 名・70
歳から 74 歳で 216,174 名・75 歳以上で 421,192 名である（大臣統計部 2015：68）． 
112（「高度経済成長期世代」女性総数＋「高度経済成長期世代」男性総数）÷農業就業人口総
数＝（956,372＋967,731）÷2,605,736＝0.738…≒74％ 
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ある年代を 70 代半ばと仮定すれば，同世代後半の第 1 次ベビーブーム世代113が 75 歳に達



























                            
113ここでは 1947 年から 1949 年の間に誕生した世代をさすものとする． 
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